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津軽方言のオノマトペ
──音韻構造を中心に──
















































（1）CVQ ガッ サッ ボッ
（2）CVN ガン バン ボン
（3）CVV ガー キー ゴー
（4）CVVQ ガーッ キーッ ゴーッ
（5）CVVN ガーン キーン ゴーン



























3.2 （3）CVV と（4）CVVQ の違い
（d 1）Q：アメ フッタドギノ オド ハ？（雨が降った時の音は？）
A 1：ザー／A 2：ザーッ




の CVV でも A 2の CVVQ のどちらでも成立する。しかし，（d 2）の質問
文は雨が強く降っている時の音を質問しているので，A 2の CVVQ は成立















CVVQ という音韻形態は，形式的には CVV という形態に促音 Q が













（a） ボッ ボー ボーッ
（b） ビッ ビー ビーッ
（c） ブッ ブー ブーッ





















（1′）CVQCV ガッガ サッサ ボッボ
（2′）CVNCV ガンガ バンバ ボンボ








（4′）CVVQCVQ ガーッガッ キーッキッ ゴーッゴッ






（1）CVCVQ バダッ グラッ カサッ
（2）CVCVN バダン ボドン ゴロン









（1′a）CVCVQCVCV バダッバダ グラッグラ カサッカサ
（1′b）CVCVCVCV バダバダ グラグラ カサカサ
（2′） CVCVNCVCVN バダンバダン ボドンボドン ゴロンゴロン











「CVQCV ガッガ サッサ ボッボ」の形態からは CV に挟まれた促音が
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（1）CVCV ラ バダラ グララ（3） カサラ




（1′）CVCV ラ CVCV ラ バダラバダラ グララグララ カサラカサラ



















































































（c）チャワン サ ガッパド モル（茶碗にたくさん盛る）







ワンワン鳴く ワンワンッテ ナグ ＊ワンワンド ナグ
メーメー鳴く メーメーッテ ナグ ＊メーメード ナグ
チューチュー鳴く チューチューッテ ナグ ＊チューチュード ナグ
キャッキャッと鳴く キャッキャッテ ナグ ＊キャッキャット ナグ

















































































































































⑷ ここで述べたように，（a′）＊ガダガダ サ クンズエル（がたがたに崩れ
る） ＊バラバラ サ カエル（ばらばらに壊れる）は津軽方言では非文であ
津軽方言のオノマトペ ４７
る。しかし，この「サ」を「ニ」に変えると「＊ガダガダ ニ クンズエル」
は同じく非文であるが，「バラバラ ニ カエル」は成立する。これはオノ
マトペが相当する副詞の問題であるのか，「クンズエル」や「カエル」とい
った動詞の問題であるかは，大変興味深いところではあるが，稿を改めたい
と考える。
引用・参考文献
佐々木隆次（1971）「擬声語・擬態語語彙集－旧青森市方言－」（上・下）（私家
版）
柴田 武（1962）「音韻」（『方言学概説』武蔵野書院）
竹田晃子（2012）『東北方言オノマトペ用例集－青森県・岩手県・宮城県・福島
県－』（国立国語研究所）
田守育啓（1991）『日本語オノマトペの研究』（神戸商科大学研究叢書 XL）
鳴海助一（1965−69）『津軽のことば』（上・中・下）（津軽のことば刊行会）
服部四郎（1960）『言語学の方法』（岩波書店）
浜野祥子（2014）『日本語のオノマトペ 音象徴と構造』（くろしお出版）
松木 明（1982）『弘前語彙』（弘前語彙刊行会）
（さかもと ゆきひろ・東奥義塾高校教諭）
４８ 津軽方言のオノマトペ
